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１ まえがき  

水と粉を混ぜて作ったペーストを乾燥させ

ると，干上がった田んぼなどで見られるような

亀裂パターンが生成される． 

中原氏は，炭酸カルシウム粉末を使用し，ペ

ーストに振動を加えることで，乾燥時の亀裂の

パターンに影響が出ることを発見した1)．ペー

ストは振動の方向を「記憶」していることが判

明し，そのことから層状やらせん状などの亀裂

パターンを制御および設計することが可能だ

としている． 

N. Lecocq氏とN. Vandewalle氏は複数の湿

っている天然粘土物質を用いて，乾燥時に60

Ｗの電球の光を当てたものと，当てないもので

比較する乾燥実験を行った2)．その結果から乾

燥速度が速いほど，より多くの亀裂が現れるこ

とを発見した．そして，最終的な亀裂の幅は亀

裂の現れる順番と関係しており，広範囲の亀裂

が最初に現れることも発見した． 

本報告では，水とコーンスターチを混ぜたペ

ーストの乾燥速度を制御するために恒温恒湿

室を使用した．温度によるペースト乾燥速度の

違いや，水とコーンスターチの混ぜる比率など

の違いによって，乾燥時にできるひび割れの個

数にどのような影響を与えるかの実験につい

て報告する． 

 

２ 実験方法および測定方法 

本実験では，半径42.5mm深さ19.0mmのガラス

シャーレAと半径42.5mm深さ41.0mmのガラス

製のシャーレBの二種類のシャーレを用いて

実験を行った．実験方法を以下に示す． 

シャーレに水を入れた後にコーンスターチ

を入れる．そのシャーレをなるべく振動させな

いようにゆっくりとシェーカーの上に乗せた． 

シェーカーが1分間に130回転するように設定

し，スイッチを入れ，3分間混ぜた．混ぜ終わ

ったらスイッチを切り，なるべく振動させない

ようにシェーカーからおろす．すべてのシャー

レを混ぜ終えたら，並べて乾燥させ，乾燥して

いくまでの過程をカメラで撮影する．撮影の間

隔は5分毎に1枚撮影し，900枚まで撮影した．

本実験で使用したシェーカーはDLABの

SK-O180-Eを用い，カメラはCanon製のEOS 

kiss X9iを用いた． 

ひび割れの測定は，撮影した写真を切り取り

カウントした．また，本実験では，Fig.1の赤

く囲った部分のようにひび割れで囲まれてい

る小領域を一つのセルとして，そのセルをカウ

ントする． 

 

 
Figure 1 セルの定義 

 

３ 実験結課と考察 

 

3-1 乾燥時間による違い 

 シャーレ A とシャーレ B の 23℃，26℃で

の乾燥時間の違いを Fig.2に示す． 

 この実験結果から，どちらのシャーレも気

温が高くなると，乾燥時間が短くなっている

が，シャーレの違いによる乾燥時間の差があ

るが，これは同じガラス製のシャーレでも深

さに違いがあるためだと考えられる． 
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Figure 2 各温度に対する乾燥時間 

 

3-2 気温による違い 

 各気温でのシャーレAとシャーレBのセルの

個数をFig.3，Fig.4に示す． 

 この実験結果から，どちらのシャーレも気

温が上がるほどひび割れの数が減っているこ

とが分かる．これは，乾燥するまでの時間が

短くなっているためであるといえる．しかし，

この結果は既存研究と比較すると，乾燥速度

が速いと亀裂が多くなることと違っているこ

とが分かる．これは，実験に使用している材

質の違いによるものだと考えられる． 

 

 
Figure 3 各気温のシャーレAのセルの個数 

 

Figure 4 各気温のシャーレBのセルの個数 

 

3-3 水とコーンスターチの比率による違い 

 気温を 26℃，コーンスターチの量を 4g に

固定し，水の量を調節し，比率を変化させた

ときのセルの個数を Fig.5に示す． 

 この実験結果から，水の量を増やすとセル

の個数が減っていることが分かる．しかしな

がら，水 16g の時だけ，セルの個数が増えて

いるため，水 14g，コーンスターチ 4g の比率

を境にセルの個数が変わってくる可能性があ

ると考えられる． 

 

 
Figure 5 各水の量によるシャーレBのセル

の数 

 

４ まとめ 

今までの実験結果から，セルの個数というも

のは，気温，乾燥するまでの時間，水の量など

によって変化することが分かった．しかし，実

験に使用する材質や，そのほかの条件を変える

ことでもセルの個数は変わる可能性があると

考えられるため，これからも実験を行いたいと

思う．また，今回の実験結果のデータは母数が

少ないものもあるため，同じ条件で実験し，よ

り正確な結果を求められるようにしたいと思

う． 
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